






























We conduct questionnaire to know the evaluation of the peer counseling enterprise, the changes
of the people attending the lecture and, the existence of the difference of the way of thinking about
sex.
The results of the survey are as follows.
1．The evaluation of the enterprise, there were insufficient contents of the lecture regarding
Lecture of counseling-practice , Follow up seminar .
2．About the changes of the people attending the lecture, we recognize the difference concerning
the consultation about contraception and the ways of thinking of execution before and after the
lecture.
3．The comparison between the people attended the lecture and the people who didn t , we
recognize the difference of the ways of thinking about sexual intercourse. And the percentage
of the correct answer about sexual information of the people who attended the lecture was
higher. 
For the above mentioned reasons, the efficiency and problems concerning training course were
suggested.
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The Investigation Concerning the Training Course for Peer Counselor
 受講者（ｎ＝41） 未受講者（ｎ＝91） 
 20歳 7 （17.1） 39 （42.9） 
 21歳 6 （14.6） 45 （49.5） 
年齢 22歳 16 （39.0） 6 （6.6） 
 23歳 11 （26.8） 1 （1.1） 
 24歳 1 （2.4） 0 
 学　　生 34 （82.9） 91 （100） 
 看 護 師 2 （4.9） 0 
職業
 保 健 師 2 （4.9） 0 
 助 産 師 1 （2.4） 0 
 養護教諭 1 （2.4） 0 
 そ の 他 1 （2.4） 0
表1　対象の属性 人（％） 
表2　養成講座をどのように感じているか、について 
養成講座は自分自身を理解する上で役立った 31 （75.6） 10 （24.4） 0 
 
養成講座は他者を理解する上で役立った 35 （85.4） 6 （14.6） 0 
 
養成講座を受けて、友達や家族とコミュニュケー 
ションが上手にできるようになった 7 （17.1） 31 （75.6） 3 （7.3） 
教わったコミュニュケーションスキルや支援スキ 
ルは生涯役立つと思う 33 （80.5） 7 （17.1） 1 （2.4） 
養成講座のおかげで自分自身の意思決定に対して 
より自信が持てるようになった 14 （34.1） 25 （61.0） 2 （4.9） 
　 
私の友達も養成講座に参加させたいと思う 25 （61.0） 15 （36.6） 1 （2.4） 
 
養成講座に参加したことは、私にとって特別に意 
味のあることだった 29 （70.7） 12 （29.3） 0























































・友達にアドバイスができる       
・相談を受けることができる       
・異性の友達と性の話しができるよになった      
・性的関係でyes，no言えるようになった       
・恋人から性について相談された時、答えることができるようになった      
・現在の高校生の一端をとらえられた       
・助産学を専攻しているので将来役立つと思う       
・ロールプレイ、カウンセリング、ブレインストームングなどの方法が参考になった 
・性についての考え方、価値観が変わった       
・自分自身の性の見直しができた       
・相手を思いやる気持ちが高まった       
・自分自身の理解度が高まった       















































































































































































































































































































































































































The Investigation Concerning the Training Course for Peer Counselor
 正解 はい（○） いいえ（×） 分からない 無回答 
 受講者 25 （61.0） 12 （29.3） 0  4 （9.8） 
 未受講者 49 （53.8） 24 （26.4） 10 （11.0） 8 （8.8） 
 受講者 0  37 （90.2） 0  4 （9.8） 
 未受講者 0  82 （90.1） 1 （1.1） 8 （8.8） 
 受講者 0  97 （90.2） 0  4 （9.8） 
 未受講者 3 （3.3） 79 （86.8） 1 （1.1） 8 （8.8） 
 受講者 0  37 （90.2） 0  4 （9.8） 
 未受講者 1 （1.1） 80 （87.9） 2 （2.2） 8 （8.8） 
 受講者 3 （7.3） 34 （82.9） 0  4 （9.8） 
 未受講者 14 （15.4） 51 （56.0） 17 （18.7） 9 （9.9） 
 受講者 34 （82.9） 0  3 （7.3） 4 （9.8） 
 未受講者 62 （68.1） 5 （5.5） 15 （16.5） 9 （9.9） 
 受講者 36 （87.8） 0  1 （2.4） 4 （9.8） 
 未受講者 78 （85.7） 1 （1.1） 3 （3.3） 9 （9.9） 
 受講者 28 （68.3） 3 （7.3） 6 （14.6） 4 （9.8） 
 未受講者 59 （64.8） 6 （6.6） 17 （18.7） 9 （9.9） 
 受講者 0  37 （90.2） 0  4 （9.8） 
 未受講者 1 （1.1） 78 （85.7） 3 （3.3） 9 （9.9） 
 受講者 35 （85.4） 2 （4.9） 0  4 （9.8） 
 未受講者 65 （71.4） 13 （14.3） 4 （4.4） 9 （9.9） 
精子の生存期間は、３日前後である   
月経不順なら、めったに排卵がないから避妊の必要 
はない   
膣外射精は、手軽で確実な避妊方法である   
コンドームは射精の直前につければよい   
基礎体温が低い間は妊娠しない   
１０代のＳＴＤで一番多いのは、クラミジアである   
ＳＴＤにかかると、将来妊娠しづらくなる   
ＳＴＤにかかると、エイズにも感染しやすくなる   














 全くそう そう どちら そう思う 全くそう 無回答 
 思わない 思わない でもない  思う 
 受講者 40 （97.6） 0  0  0  0  1 （2.4） 
 未受講者 78 （85.7） 7 （7.7） 0   0  1 （1.1） 5 （5.5） 
 受講者 39 （95.1） 0  1 （2.4） 0  0  1 （2.4） 
 未受講者 78 （85.7） 7 （7.7） 0  1 （1.1） 0  5 （5.5） 
 受講者 0  0  0  4 （9.8） 37 （90.2） 0 
 未受講者 0  0  2 （1.5） 22 （16.7） 104 （78.8） 4 （3.0） 
 受講者 25 （61.0） 15 （36.6） 1 （2.4） 0  0  0 
 未受講者 34 （37.4） 39 （42.9） 9 （9.9） 4 （4.4） 1 （1.1） 4 （4.4） 
 受講者 17 （41.5） 12 （29.3） 4 （9.8） 6 （14.6） 1 （2.4） 1 （2.4） 
 未受講者 39 （42.9） 22 （24.2） 13 （14.3） 9 （9.9） 2 （2.2） 6 （6.6） 
 受講者 19 （46.3） 13 （31.7） 3 （7.3）  4（9.8） 1 （2.4） 1 （2.4） 
 未受講者 38 （41.8） 23 （25.3） 12 （13.2） 11 （12.1） 1 （1.1） 6 （6.6） 
 受講者 19 （46.3） 14 （34.1） 7 （17.1） 0   0  1 （2.4） 
 未受講者 34 （37.4） 32 （35.2） 12 （13.2） 8 （8.8） 0  5 （5.5） 
 受講者 7 （17.1） 8 （19.5） 20 （48.8） 4 （9.8） 1 （2.4） 1 （2.4） 
 未受講者 3 （3.3） 12 （13.2） 52 （57.1） 17 （18.7） 2 （2.2） 5 （5.5） 
 受講者 2 （4.9） 1 （2.4） 14 （34.1） 18 （43.9） 6 （14.6） 0 
 未受講者 5 （5.5） 7 （7.7） 26 （28.6） 39 （42.9） 9 （9.9） 5 （5.5） 
男性は避妊について知らなくてもよい
 
     
女性は避妊について知らなくてもよい
 
     
パートナーと避妊の責任を分かち合う 




避妊のことは言い出せない     
男性がいやがるので、女性から避妊のこ 
とは言い出せない     
避妊しないでセックスしても、そう簡単 
に妊娠することはない     
妊娠したら産むのが当然
     
     
中絶は、女性が選択できる最終的な手段 
























  受講者（ｎ＝32） 未受講者（ｎ＝68） 
 平均値 17.93±1.79歳 17.52±1.64歳 
 中央値 18歳 17歳 
 13歳 1 （3.1） 0 
 14歳 0  1 （1.5） 
 15歳 2 （6.3） 5 （7.4） 
 16歳 4 （12.5） 12 （17.6） 
 17歳 3 （9.4） 15 （22.0） 
 18歳 7 （21.9） 12 （17.6） 
 19歳 11 （34.4） 8 （11.8） 
 20歳 2 （6.3） 7 （10.3） 
 21歳 2 （6.3） 2 （2.9） 
 無回答 0  6 （8.8） 
 経験してよかった 5 （15.6） 21 （30.9） 
 どちらともいえない 23 （71.9） 42 （61.8） 
 経験しなければよかった 3 （9.4） 3 （4.4） 
 無回答 1 （3.1） 2 （2.9） 
 何も使用しなかった 6 （18.8） 10 （14.7） 
 コンドームのみ使用 25 （78.1） 51 （75.0） 
 コンドーム以外を使用 0  2 （2.9） 
 コンドームと他を併用 1 （3.1） 3 （4.4） 
 無回答 0  2 （2.9） 
  ・流れ（2人） ・相手がつけてくれなかった（2人） 
 
何も使用しなかった
 ・言えなかった（2人） ・言えなかった 
  ・相手がしてくれるものだと ・理由はない 
 
（複数回答）
 　思っていた ・使い方が分からなかった 
   ・コンドームがなかった 
  ・避妊のため（6人） ・避妊のため（20人）  
  ・手軽、簡単（6人） ・STD予防（3人） 
  ・相手がした（3人） ・相手の判断（3人） 
 コンドームのみ使用 ・それしかなかった（3人） ・使用するのが当然（2人） 
 （複数回答） ・STD予防 ・それしかなかった（2人） 
  ・安心だと思った ・なんとなく 
  ・興味があった ・特に理由はない 
  ・お金もなかった ・言えなかった 
 コンドーム以外を使用 ・記載なし ・記載なし 
 コンドームと他を併用 ・記載なし ・記載なし 

















































The Investigation Concerning the Training Course for Peer Counselor
  受講者（ｎ＝21） 未受講者（ｎ＝35） 
 いつもしている 19 （86.4） 22 （62.9） 
 ときどきしている 3 （13.6） 10 （28.6） 
 していない 0  3 （8.6） 
  ・避妊のため（8人） ・避妊のため（15人） 
 
いつもしている
 ・STD予防（5人） ・STD予防（2人） 
  ・お互いの将来のため（2人）  
 
（複数回答）
 ・なんとなく  
  ・相手が望むから  
  ・コンドームがない時 ・雰囲気（2人） 
 
ときどきしている
  ・安全日はしない（2人） 
   ・特に理由はない（2人） 
 
（複数回答）
  ・結婚を考えているから 
   ・分からない 
 していない  ・記載なし 
  受講者（ｎ＝19） 未受講者（ｎ＝22） 
 コンドーム 16 （84.2） 22 （100） 
 荻野式 3 （15.8） 3 （13.6） 
 膣外射精 2 （10.5） 3 （13.6） 
 低容量ピル 0  0 
 IUD 0  0 
 ペッサリー 0  0 
 その他 0  0 
  受講者（ｎ＝3） 未受講者（ｎ＝10） 
 コンドーム 3 （100） 9 （90.0） 
 荻野式 1 （33.3） 1 （10.0） 
 膣外射精 2 （66.7） 2 （20.0） 
 低容量ピル 0  0 
 IUD 0  0 
 ペッサリー 0  0 






























































































































































































































The Investigation Concerning the Training Course for Peer Counselor
74.7％が性交を経験しており、性交経験
をよかったと感じているは、受講者
15.6％、未受講者30.9％であった。
以上より、養成講座の評価においては受講
者から十分な満足を得ることはできなかった
が、受講者と未受講者の比較から養成講座の
効果も示された。今後は、養成講座の充実と
受講者がピアカウンラーとして活躍できるよ
う活動のサポートを継続していく必要があ
る。
Ⅴ．おわりに
今回、養成講座の評価を行ったが、養成講
座受講者は全て女性であった。ピアカウンセ
リングを行う対象は、男性と女性であり男性
のピアカウンセラーも必要である。そのため、
今後は男性にも啓蒙していくことが求められ
る。また、今回は受講者のみの評価であった
が、更にピアカウンセリングの対象となった
高校生の評価も加え、ピアカウンセリング事
業の充実を図っていきたい。
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